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1. 【結晶スポンジ法を適用した高分解能 DNP 固体 NMR 測定】 
低温で行われる DNP 固体 NMR 測定では，シグナルがブロードになり, 複数の多型が混在する薬剤の開

発や, 多種分子が混在するメタボローム検体の解析などでは, 信号の分離能が低下する問題があった。ま

た，偏極剤の凝集に由来する偏極移動の効率低下を防ぐ工夫が必要であった。 
 本研究では，この有機-金属多孔質結晶（結晶スポンジ）に基質とラジカル偏極剤を同時に包接させ，こ

れに対して DNP 固体 NMR 測定を実行する。偏極剤が結晶全体にわたり分散し，ゲストの磁気的配向が

揃うため，高感度・高分解能の NMR スペクトルが得られると期待できる。これまで結晶スポンジ内での

基質配向制御により，固体 NMR シグナルの分解能向上を示唆する結果が得られた。 
 
2. 【かご型中空錯体の保護効果に基づく細胞内観測用耐還元型ラジカル偏極剤の調製】 
既存のラジカル偏極剤は還元による失活を受けやすく，細胞内で直接蛋白質の立体構造解析をするよう

な応用に DNP を適用するには限りがあった。そこで，かご型中空錯体の孤立空間内に既存のラジカル偏

極剤を閉じ込め，外部環境から保護する。これにより細胞内のような還元環境においても DNP プロセス

が可能になると期待できる。これまで１次元 NMR および ESR 測定の結果から，複数の偏極剤分子がか

ご型錯体内部に包接され，互いに磁気的に相互作用していることが確かめられた。 
 

 


